
❤
や
っ
ち
ゃ
ん
の
似
顔
絵
提
供
：
ひ
さ
か
さ
ん 

た
の
で
し
た
。
農
薬
や
環
境

汚
染
等
で
絶
滅
し
た
野
生
の

動
物
を
再
び
野
に
帰
す
取
組

は
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る

環
境
」
を
創
る
こ
と
で
も
あ

り
ま
し
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
も

住
め
る
環
境
へ
の
取
り
組
み

を
重
ね
、
二
〇
〇
五
年
九
月

二
四
日
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野

生
復
帰
の
日
、
秋
篠
宮
両
殿

下
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
五
羽

の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
大
空
に
飛

び
立
ち
ま
し
た
。
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
カ
ッ
プ
ル
は
オ
ス
と
メ

ス
が
平
等
に
巣
作
り
を
し
、

子
育
て
を
し
ま
す
。
そ
の
姿

は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
お

手
本
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

現
在
、
日
本
国
内
で
生
息

いい話 

街
に
人
が
集
ま
る
演
劇
祭
を
開
催
し
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
し
、
若

い
女
性
が
戻
っ
て
き
た
く
な
る
魅
力
溢

れ
る
ま
ち
づ
く
り
実
現
さ
せ
ま
し
た
。 

 

今
か
ら
五
十
三
年
前
、
野
生
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
最
後
の
一
羽
が
豊
岡
で
息
絶

え
、
日
本
の
空
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
消

え
ま
し
た
。
絶
滅
前
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
を

守
る
運
動
が
豊
岡
で
起
こ
り
、
人
工
飼

育
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
ヒ
ナ
は
孵

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
転
機

が
訪
れ
た
の
は
一
九
八
五
年
、
ロ
シ
ア

か
ら
六
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
幼
鳥
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
飼
育
員
の
松
島
興
治
郎

さ
ん
が
た
っ
た
一
人
で
大
切
に
育
て
、

人
口
飼
育
の
開
始
か
ら
二
十
四
年
目
の

一
九
八
九
年
に
待
望
の
ヒ
ナ
が
誕
生
し

第３４２号  
令和６年２月１日発行 

 
 

 

私
の
人
生
の
師
か
ら
「
な
ぜ
豊
岡

は
世
界
に
注
目
さ
れ
る
の
か
」
と
い

う
本
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
著
者
の

中
貝
宗
治
さ
ん
は
兵
庫
県
議
会
議
員

を
十
年
務
め
、
そ
の
後
の
二
十
年
は

兵
庫
県
豊
岡
市
長
と
し
て
、
理
想
の

街
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
た
方
で
す
。 

 

 

中
貝
さ
ん
が
目
指
し
て
き
た
の
は

「
小
さ
な
世
界
都
市
」
。
人
口
規
模

は
小
さ
く
て
も
、
世
界
の
人
々
に
尊

敬
さ
れ
、
注
目
さ
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
、
絶
滅
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
野
生

復
帰
さ
せ
た
り
、
受
け
継
い
で
き
た

地
域
の
財
産
を
守
り
育
て
、
小
さ
な

 

 

第
三
百
四
十
三
号
は
令
和
六
年
三
月
一
日
（
金
）
発
行
予
定
で
す
。 

虹

の

架

橋

⇐

検

索

で

、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

四
月
十
五
日
、
相
老
と
大
間
々
間
が
最
初

に
開
業
し
た
日
の
写
真
に
は
「
大
間
々

町
」
駅
の
看
板
が
写
っ
て
い
ま
す
。 

 

本
企
画
展
で
は
、
全
線
開
通
一
一
〇
年

を
記
念
し
、
開
業
期
の
文
書
や
写
真
、
国

鉄
時
代
の
鉄
道
用
具
、
わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵

道
開
業
後
の
資
料
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。 

 

足
尾
鉄
道
の
歴
史
を

を
振
り
返
り
な
が
ら
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
列

車
に
乗
っ
て
幻
想
的
で

神
秘
的
な
沿
線
の
風
景

も
お
楽
し
み
下
さ
い
。 

二
月
二
九
日
ま
で
毎
日

開
催
し
て
い
ま
す
。 

す
る
コ
ウ
ノ
ト

リ
は
三
〇
〇
羽

を

超

え

ま

し

た
。
羽
を
広
げ
る
と
二
メ
ー

ト
ル
に
も
な
る
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
空
を
飛
ぶ
姿
は
豊
か
な
環

境
の
象
徴
と
な
り
、
豊
岡
は

世
界
中
か
ら
注
目
を
浴
び
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

豊
岡
市
に
は
「
永
楽
館
」

と
い
う
芝
居
小
屋
が
あ
り
ま

す
。
五
年
前
、
四
国
で
全
国

芝
居
小
屋
会
議
が
開
か
れ
た

時
、
中
貝
宗
治
さ
ん
と
お
会

い
し
て
話
を
聴
き
、
街
づ
く

り
は
一
歩
一
歩
の
積
み
重
ね

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。 

 

大
間
々
も
小
さ
な
世
界
都

市
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

足
尾
鉄
道
全
線
開
通
一
一
〇
年

 

わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
の
前
身
の
足
尾

鉄
道
は
、
足
尾
銅
山
で
産
出
し
た
粗
銅

を
東
京
の
精
銅
工
場
や
日
光
の
精
銅
所

へ
運
ぶ
目
的
と
、
銅
山
の
資
材
や
足
尾

に
住
む
人
々
の
生
活
物
資
を
大
間
々
な

ど
か
ら
足
尾
へ
運
ぶ
目
的
で
大
正
三
年

に
全
線
開
通
し
ま
し
た
。 

 
足
尾
鉄
道
株
式
会
社
の
設
立
発
起
人

に
は
、
勢
多
郡
東
村
や
黒
保
根
村
、
大

間
々
の
当
時
の
有
力
者
の
名
前
が
四
三

人
も
載
っ
て
お
り
、
足
尾
鉄
道
開
業
へ

の
期
待
の
高
さ
が
想
像
で
き
ま
す
。 

 

開
業
当
初
、

大

間
々

駅

は

「
大

間

々

町

駅
」
と
い
う
駅

名
で
し
た
。
理

由
は
両
毛
線
に

「
大
間
々
駅
」

が
あ
っ
た
か
ら

で
し
た
。 

 

明
治
四
四
年

 

 

  

 

愛
媛
県
内
子
町
に
住
む
版
画
家
の
山
田
清
昭
さ
ん
か

ら
毎
年
、
手
漉
き
和
紙
に
刷
っ
た
版
画
の
年
賀
状
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
の
年
賀
状
に
は
「
初
神
籤
」

の
絵
に
「
昭
和
九
十
九
年
元
旦
」
と
記

さ
れ
て
い
て
、
昭
和
も
遠
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

山
田
さ
ん
と
お
会
い
し
た
の
は
今
か
ら
二
十
数
年
前
、

全
国
芝
居
小
屋
会
議
が
開
か
れ
た
時
で
し
た
。
山
田
さ

ん
の
町
に
も
「
内
子
座
」
と
い
う
古
い
芝
居
小
屋
が
あ

り
ま
す
。
昔
の
芝
居
小
屋
を
町
の
財
産
と
し
て
大
切
に

残
そ
う
と
い
う
共
通
の
思
い
が
山
田
さ
ん
と
の
ご
縁
を

つ
な
い
で
く
れ
ま
し
た
。
今
年
は
熊
本
県
の
「
八
千
代 

 
 

座
」
で
全
国
芝
居
小
屋
会
議
が
開
か
れ
ま
す
。 

山田清昭さん『初神籤』 

 
 

 

二
月
三
日
は
節
分
で
す
。
子

供
の
頃
は
父
親
に
連
れ
ら
れ
て

神
明
宮
へ
行
っ
て
豆
を
撒
き
、

家
に
戻
っ
て
か
ら
は
神
棚
、
恵

比
寿
大
黒
様
、
屋
敷
稲
荷
様
、
井
戸
、

お
勝
手
な
ど
あ
ち
こ
ち
で
「
鬼
は
外
、

福
は
内
」
と
大
声
を
出
し
て
豆
を
撒
き

ま
し
た
。
昔
は
ど
こ
の
家
か
ら
も
「
鬼

は
～
外
、
福
は
～
内
」
の
大
き
な
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
七
十

年
。
今
年
、
六
度
目
の
年
男
を
迎
え
る

辰
年
の
私
は
祖
父
か
ら
の
慣
習
を
守
っ

て
、
近
所
迷
惑
に
な
ら
な
い
程
度
の

ち
ょ
っ
と
だ
け
大
き
な
声
で
『
福
は
～

内
』
の
豆
を
撒
き
ま
す
。 

 

十
二
年
後
の
年
男
を
目
指
し
て
、
古

き
良
き
伝
統
を
継
承
し
て
参
り
ま
す
。 

青森県出身の獅子内さんは、みどり市地域お

こし協力隊員として東町の魅力をSNSで発信。

ドローン免許取得の教官で、みどり市観光ガ

イドの会のアイドル的存在でもあります。 

開
業
時
は
大
間
々
町
駅 

わたらせ渓谷鐵道への軌跡 

＊障害者手帳等をお持ちの方

と付き添いの方１名は無料 

靖ちゃん日記 
やっ 


